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令和5年度予算事業概要

令和６年５月17日 第５回 薬局・薬剤師の機能強化等に関する検討会 参考資料３



青森県

地域包括ケアシステムの更なる進展が求められる中、薬局薬剤師は、健康相談、要指導・一般用医薬品等の適正な販
売をはじめとしたセルフケア、セルフメディケーションの支援等の健康サポート業務に積極的に取り組む必要がある。
自治体による薬局・薬剤師や関係団体等と連携した地域全体の取組の実施を通じ、薬局薬剤師による健康相談等の健

康サポート機能の患者への認知向上や地域全体に普及を行うことを目的とする。

事業目的

健康サポート機能の充実事業

愛媛県

その他、フレイル予防に関する住民向け啓発イベントを
開催することで、地域全体に薬局の健康サポート機能を普
及させ、住民の意識変容や残薬解消に伴う医療経済的効果
などを調査・検証する。

残薬調整を通して、患者に対して健康サポート機能
の充実につながった好事例の収集及び対人業務に関す
る効果を検証する。

〇一次調査
患者向け：残薬の経験や処分方法の聞き取り調査
薬局向け：患者個々の残薬調整実績や健康サポート実施状況を調査
〇二次調査
薬局向け：各薬局の健康サポート機能充実に係る好事例の調査

薬局

マイナンバーカード利用

処方医へ残薬調整等の
情報提供

お薬手帳への記入
残薬調整の記録
支援した内容
医師からの注意事項等

ブラウン
バッグの活用

多職種との連携 実施前に、薬剤師が研修を受講
残薬調整及び健康サポートを実施

残薬調整の機会に、健康サポートを実施 ポリファーマシー対策・フレイル予防の実施

お薬手帳の活用

ポリファーマシー・
フレイル予防の実施

3. ポリファーマシーの基礎・
実践研修会実施

1. フレイル予防に関する
多職種の基礎研修会

2. お薬手帳に関する薬剤師向け・
住民向け説明会

多職種連携

http://4.bp.blogspot.com/-v-d7JYMZJn0/VvKZKMuZhzI/AAAAAAAA5FQ/p8m3U0QRZ8kI8mbkOv0uMEZrwT7F5Baiw/s800/seminor_woman.png
http://3.bp.blogspot.com/-Y5Mddsjp8A0/UpGGX-xtFRI/AAAAAAAAa4E/vlk06-icNqw/s800/kaigi_shifuku_brainstorming.png


オンライン診療・オンライン服薬指導の普及及びデータヘルス改革・電子処方箋の導入を通じた各種医療情報の共有
が進む中で、薬局薬剤師はデジタル技術を活用して、患者・国民サービスの質及び利便性の向上を図る取組を積極的
に進めていくことが求められている。
デジタル技術の活用を進め薬局薬剤師ＤＸを実現するため、先進的な取り組みの効果を検証するとともに、均てん化

のための方策を検討することを目的とする。

事業目的

薬局ＤＸの推進事業

京都府

ＤＴｘ(デジタル治療）に臨む患者への薬局支援の有用性を検証

医師から医療機器プログラムアプリ（高血圧治療補助アプリ）の処方・説明を受けた患者に対して、薬局薬剤師が投
薬時や継続的服薬指導時等に、アプリの導入・使用についてサポートすることにより、血圧等情報の入力の漏れを防ぐ
とともに、入力された情報をもとに医師が診察を行うことで円滑な治療に繋がることを検証する。
また、医師、薬剤師及び患者へのアンケートを調査・分析することで、薬剤師がＤＴｘのサポートを行うことの利点

や課題等を明らかにし、薬局ＤＸ推進に資する知見の取得や、薬剤師によるＤＴｘ支援の取り組みのを均てん化を図る。

高血圧治療改善のための方策

引用：日本高血圧学会高血圧治療補助アプリ適正使用指針

高血圧補助アプリのシステム概要

アプリ導入支援
アプリ入力支援
疑問点の解消 等
継続的服薬指導等に合
わせてサポート

薬剤師

医師

ＤＴｘ

情報共有

効果等
を調査
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